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Ⓒ Satoshi Miyajima 

～ はじめに ～ 

 

 地球温暖化は止まることなく、最近では

加速しているようにも感じられます。 

気候変動の影響によりグリーンランドや

南極の氷床が融解し、沿岸部が水没の危機

に瀕しています。また、海水が温められ大気

中の水蒸気量が増加して大気が不安定化し、

世界各地における豪雨が度々大きな水害を

発生させるなど、地球環境は目に見える形

で大きく様変わりしています。さらに人口

の爆発的増加に伴う世界的な規模での食糧

不足が目の前に迫る中、食糧廃棄率の改善は

喫緊
きっきん

の課題です。 

国連において SDGs が採択され、次の世

代にどのような地球を残していくのかを、

国際社会の課題として考えなくてはならな

い時代となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

信濃錦では、過去半世紀にわたる歩みが 

SDGs の理念に寄り添っていることを信じ、

これからの世代が安心して暮らしていくこと

ができる持続可能な社会の構築に、酒造り

を通して寄与することができればとの思い

を深めています。また、酒造りそのものが 

SDGs の理念と持続可能な社会の構築に

反することなく、未来にわたって酒造りが

続けられることを願い、SDGs に取り組む

際に顕
あら

わとなる本質的な課題の解決に向け

て、ステークホルダーの皆様と共に一歩ずつ

前へ進んで参ります。 

 SDGs は国際社会が 2030 年に達成すべ

き目標ですが、個々の企業が取り組まなく

とも罰せられる訳ではありません｡しかし、

その達成を先送りすればするほど回復困難

な課題は増え続け、次の世代がさらなる苦境

に立たされることは明白です。 

次の世代のみならず、その先の未来を背負

う世代に思いを馳せ、この素晴らしい地球を

彼ら彼女らに引き継いで行くため、今を生きる

私達の世代ができることを考え、すぐにでも

実行に移さなくてはなりません。 

この冊子では特に日本酒に焦点を当て、

酒造りと SDGs との関わりやその課題に

ついて考えてみたいと思います。 
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パラダイムシフト 

 

 今回の新型コロナウィルス禍は、オイル

ショックやリーマンショックのような人間

が作り出した経済システムの不備ではなく、

自然界と人類との闘いであり、ヒトという

生物種の存亡に対する危機さえ感じます。

このことは、コロナ禍が終息した後に戻っ

て来る日常が、何事も無かったかのように

はならず、パラダイムシフトの大波を覚悟

しなくてはならないことを意味します。 

 あるいは、新たな感染症と共存し続けなく

てはならない状況が「ニューノーマル（新常

態）」になるとするならば、それ自体がパラ

ダイムシフトであり、いずれにしてもコロナ

禍をきっかけとして、もともと 燻
くすぶ

っていた

現状の価値観に対する「違和感」が、新たな

価値観を求める動きに力を与えることに

なるでしょう。 

 パラダイムシフトとは、価値観の劇的な

変化、つまりその時代において当然のこと

と思われていた認識や思想、社会全体の価値

観などが革命的に変化することを指します。

分かりやすい例としては、天文学における

「天動説」から「地動説」への劇的な変化が

挙げられ、「コペルニクス的転回」とも言わ

れます。 

 価値観が劇的に変わり、場合によっては

今までの考え方や見方を180度変えなくては

ならないこともあります。 

 

 科学的な発見とは違いますが、近年、私たち

の身の回りでもパラダイムシフトと言える

ような「破壊的イノベーション（Disruptive 

Innovation）」が起きています。 

 よく引き合いに出されるのは、SONY の

ウォークマンであり、Appleの iPhoneです。 

これらの登場によって、既存のライフスタ

イルやそれを支えた産業、日本独自に進化

した携帯電話はガラパゴス携帯とさえ呼ばれ

て、とても短い間に隅に追いやられてしま

いました。 

 ハーバード大学のクリステンセン教授が

唱えた「破壊的イノベーション理論」によれ

ば、「新興企業の新たな価値観を持つ製品は、

主要企業の市場を最初は『さざ波』のように

下の方から静かに侵食していくが、既存の

経済システムの中核と思われた企業でさえ、

知らぬ間に市場から退場させられることが

ある」と説いています。 

 今までの国際社会は、経済が優先され、

その上に社会があり、環境は二の次である
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かのような構造をしていました。産業革命

以降に人々が手にした豊かな生活は、地球

の環境を引き換えとしてきたのです。 

 SDGs は、人類が抱える数々の問題に対し

て、国際社会として歩むべき道を示したもの

です。その理念の中では、まず安定した地球

環境が基礎にあり、その上に社会生活が営ま

れ、経済活動は環境と社会が整ってはじめて

成り立つのだということが示されています。 

 手間をかけた有機野菜ならば、形が不揃

いであっても地元のお店で無駄なく美味し

い料理となって、健やかな生活に繋がりま

す。環境に優しく地域経済が循環する取り

組みが、100 年後の未来を作るのではない

でしょうか。 

 国際社会が SDGs を採択したのは、今ま

での「経済＞社会＞環境」という方向から、

「環境＞社会＞経済」という方向へのパラ

ダイムシフトを図り、長年の「違和感」を解消

する必要性に気づいたからに他なりません。 

 今回のコロナ禍は、20世紀には「さざ波」

であった気候変動が、22 世紀に向けて全地

球的な大波となって押し寄せて来ることに

備えさせるため、たとえ新たな価値観に沿え

ない既存の仕組を隅に追いやることになっ

ても、急いで SDGs に取り組みなさいとい

う、 21 世紀の人類に対する地球そのもの

からの警告なのかも知れません。 

 日本酒は、今まで何度もパラダイムシフト

の洗礼を受けて来ました。 

第二次大戦の頃には、食糧としての米の

需要が優先され、それまでの酒が純米醸造酒

であったのに対してアルコールを加えて

増量するようになったことや、酒を腐らせ

てしまう「火落菌」対策のため、明治期より

防腐剤として加えられていた「サリチル酸」

を、世界保健機関（WHO）などからの指摘

を受け全廃しなくてはならなくなったこと

も、パラダイムシフトと言えるでしょう。 

 

 特にこの数十年の流れを見ると、ナショ

ナルブランド（ＮＢ）と呼ばれる大手銘柄が

主流とされ、ＮＢは一級酒、地方の地酒は二

級酒という棲み分けがされていた時代に、

地方の小さな蔵元たちが、品質の高い酒を

造ることによって市場構造を変化させたこと、

さらには特級酒として出荷されることが

多かった大吟醸酒を、敢えて級別審査を受け

ずに二級酒のまま出荷するなどして、国の

課税システムであった「級別制度」を無意

味化させたことも、パラダイムシフトでは

ないでしょうか。 

 

 級別制度が無くなったあと、それに代わ

るものとして制定されたのが日本酒の「製

法品質表示基準」です。 
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その中で規定される「特定名称酒」には、

大きく分けて「純米醸造酒」と「醸造アル

コール添加酒」があり、特定名称酒に該当

しない「普通酒」と呼ばれる酒では醸造ア

ルコールが増量のために用いられるのに

対して、「本醸造酒」や「吟醸酒」「大吟醸

酒」といった「純米」の表示のないものは

その使用量が制限され、すっきりとした味

わいや香りを引き出すために用いられる、

とされています。 

 この基準は、制定後に「純米酒」の精米歩

合の制限が撤廃されるなどの手直しをされ

ながら現在に至っていますが、日本酒の品

質に対する基本的な考え方は、「原料米の品

質」と「精米歩合」の二本立てと言えます。 

 

 「原料米の品質」については、農産物検査

法での３等以上の玄米を用いることが原則

とされ一定の線引きがあり、また「酒造好適

米」という酒造りに適した米の開発が、地域

の風土に合わせて進められています。 

 一方の「精米歩合」については、大吟醸酒

で 50％以下、吟醸酒で 60％以下などと規定

されているため、「高品質＝高精白」という

価値観が定着し、表面の 90％以上を削り落

とした精米歩合 1 桁台という、ある意味で

究極の日本酒まで造られるようになって来

ています。 

 過度なエネルギー消費の抑制や、食糧廃

棄率の改善が叫ばれる中で、日本酒がこの

ままの姿にこだわり続けるのであれば、その

在り方を国際社会から問われ、ガラパゴス

携帯のように知らぬ間に市場から退場させ

られることにもなりかねません。 

 

 SDGs への取り組みの中で日本酒に求め

られているのは、「高品質＝高精白」という

価値観からの脱却はもとより、環境や水系

を維持し地域のレジリエンス強化にも繋がる、

土作りからの顔の見える米作りなど、等級や

品種だけではない原料米の持つ価値を評価し、

さらには酒税法や製法品質表示基準の大幅

な改定までをも含めた「パラダイムシフト」

なのではないでしょうか。 

その意味では、日本酒の本質が問われて

いるとも言えるでしょう。 

 

 かつて貿易交渉の中で、洋酒に対する

酒税が高いことを指摘され改定されたこと

がありました。その当時、「外圧に屈した」と

も言われましたが、SDGs も国際社会から

求められている点では「外圧」なのかも知れ

ません。 

 しかし、その実現を本当に求めているのは

外圧などではなく、地球そのものであるという

ことを、忘れてはならないと思います。 
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多様性の喪失 

 

 国際自然保護連合（IUCN）が発表する 

絶滅のおそれのある野生生物の目録や、日本

の環境省が発表する「絶滅のおそれのある

野生生物の種のリスト」は、レッドリスト

( Red List )と呼ばれ「絶滅危惧種」が掲載

されています。 

 生態系の持続可能性を担保するためには

「生物多様性」の維持は欠かせません。 

それは様々な生態系の中に多様な種が存在

し､またそれらの種の中に多様な遺伝子が

存在することで、激変する環境の中でも、その

生態系が絶滅を免れることを意味しています。

我々人類が現在の生態系を破綻させないため

には、様々な警告に耳を傾け、限界に近付き

つつある地球環境の状況を知り、その限界に

至る前に対策を講じる必要があります。 

 今回のコロナ禍は、生物多様性を持続可能

な形で管理していくことを含め、SDGs の

理念に沿った思い切った行動を今すぐにでも

起こすことが、地球環境を保全し、人類を含

めた生態系の破滅的な未来を回避するため

に必要不可欠であることを強く訴えかけて

います。 

 翻
ひるがえ

って、現在の日本酒が置かれている

状況を SDGs の観点より捉えると、持続可

能性という価値観からは、かけ離れたもの

であることに気付かされます。 

 今後の世界人口の急激な増加に伴う食糧

危機を見通した時、原料のフードロスを最大

化するような高度精米と、それに伴う電力

使用量の増加は、持続可能性の観点からは

時代に逆行するものと言えます。また、遥々

海外から運ばれて来るバイオエタノールを

再蒸留して日本酒に加えることも、バイオ

マス資源を食糧とすべき時代の到来と共に、

輸送や精製時に投入されるエネルギーの大

きさを含めて考えた場合、その持続可能性は

乏しいと言えるのではないでしょうか。 

 さらにこの数十年の日本酒の歩みが、その

原料の調達云々以前に「多様性の喪失」と

いう側面から、日本酒の存在意義を低めて

いるのではないかと危惧しています。 

 これは日本人の「ものづくり」に対する向

き合い方のなせる業とも言えるのですが、

日本酒を洗練させ、ひたすら綺麗な形を追い

求め、それを吟醸酒や大吟醸酒（以下「吟醸

酒」と総称）という形で｢深化｣させ絶対視さ

せてきたことが、却って日本酒の価値観の

多様性を失わせ、さらには日本酒のコモディ

ティ化（汎用品化）を招いているのです。 



 

 

- 6 - 

 

 現在、吟醸酒タイプの日本酒造りは定式

化され、製造工程をマニュアル化すれば、

大吟醸酒でさえ全てをアルバイト従業員で

製造できるとまで言われています。 

近い将来には AI を駆使した工場に原料

米を搬入しさえすれば、あとは箱詰された

製品が出荷されてくるのを待つだけといっ

た形になるのかも知れません。 

 

 その意味では、軽快で華やかな香りの吟醸酒

タイプの日本酒は既にコモディティ化が進行

しており、「コスパ（コストパフォーマンス）」

の名のもとに価格を下げて国内シェアを取

るか、ライトユーザー向け市場を発掘するか、

海外に活路を見出すかを迫られています。 

これは、その市場が大局的には「干上がり

つつあるレッド･オーシャン」であることを

示しており、最終的に資本力のあるメーカ

ーの汎用的な商品しか残らないことを意味

しています。かつて普通酒で起こった市場

の陳腐化と縮小が、今や吟醸酒で起こって

いるのです。 

 そして酒税法が真正面からSDGsに向かい

合うのであれば、近い将来、精米歩合は 70％

以上というような制限がかけられ、さらに醸造

アルコールを添加したものは「リキュール」と

するなどの改正が行われ、吟醸酒というカテ

ゴリーが消滅する可能性さえあります。 

 では、日本酒には未来は無いのでしょうか。 

 日本酒の味わいには 甘味、酸味、辛味、

苦味、渋味 の「五味」があると言われ、それ

らの調和した酒が良い酒であるとされて

います。そして、その中の特定の味わいが突出

した酒はバランスが悪いとされ、特に苦味や

渋味は嫌われる存在でもありました。 

最近でこそ、食の国際化に合わせて酸味

に特化した日本酒も多く見られるようになり

ましたが、苦味や渋味を肯定的な味わいと

して積極的に活用するところまでは至って

いません。 

 赤ワインを味わえば、その圧倒的な苦渋味

の豊かさと深みを感じます。つまり、果汁を

そのまま味わっているかのような新鮮なヌ

ーヴォーから、じっくりと長期熟成された

赤ワインの深い味わいまで、その味わいの

広さこそが、ワインを世界酒たらしめている

所以とも言えるのです。 

 

 現在、日本酒も和食と共に世界に広がり

始めています。 

ワインの後を追う必要はありませんが、

精米歩合に制約がかかり、アルコールが添加

出来なくなったとしても、苦渋味さえも肯定

的に捉えた「多様性豊かな低精白純米酒」と

いう世界は、吟醸酒という世界以上に大き

な可能性を秘めています。 
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 SDGsの理念に寄り添い、その蔵元の立地

する地域の農家と共に、有機肥料を中心とし

て農薬の使用を最小限とした農法にて米作

りをし、過度な精米をすることなく、米を「大

切に」用いること。すなわち、醸造アルコー

ルを添加しない「健やかに栽培された地元産

米を可能な限り低精白で用いた純米醸造酒」

を味わい豊かに醸すことこそが、地域連携の

中核を担う蔵元の存在意義であり、日本酒

の未来を切り開くものとなるでしょう。 

 

 現在このタイプの日本酒市場は、ほとん

ど誰も足を踏み入れようとしない「ブラッ

ク･オーシャン」のように見えますが、SDGs

の理念に沿って、地球と社会の持続可能性

という視点から見通せば、特定名称酒という

価値基準を超えた新たな枠組みの中で、この

中にこそ多様性豊かな世界を｢探索｣すべき

時が来ているのです。 

 それは、クラフト･ビール（地ビール）が

その地域の農産物を取り入れて、多様性豊

かに楽しまれている姿にも重なります。 

 繁栄を極めた日本の自動車業界でさえ、

電気自動車への対応が遅れれば、その地位

を諸外国のメーカーに譲らなくてはならない

時代です。革命的な価値観の変化が日本酒

に起こったとしても、全く不思議ではあり

ません。 

 人類は、地球に君臨しているかのように

振る舞っていますが、実は孫悟空のように

母なる地球の手の平の上で飛び跳ねている

だけに過ぎません。醸造アルコールの使用や

吟醸酒造りは業界の既得権ではなく、100年

後にも酒を醸し続けられるよう、今 何をすべ

きなのかを考えなくてはならないのです。 

 彼の岡本太郎画伯は、その著書「歓喜」の

中で、こう激白しています。 

 今日の芸術は､うまくあってはならない。 

きれいであってはならない。 

ここちよくあってはならない。  [p.1] 

まず無条件でこの土地にとけ込み、 

絶対存在として生きたいと思った。 

そこから世界的な視野を発見したい。 

それが真の芸術であり､自他をひらき、 

生かす道だと信じた。        [p.9] 

 私は、画伯のこの言葉の中に、日本酒を

「絶滅危惧酒」とさせないヒントが隠され

ていると感じています。 

 その国の食文化には固有の酒が存在し、

その酒にはその国の魂が宿るものと考えます。

次の世代の、その先の未来へ向けて、日本酒が

単なる工業製品では無く、日本の魂の酒として

輝き続けることを願って止みません。 
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ものづくり 

 

 母なる惑星「地球」。この宇宙の中で太陽

系が形成され、地球が生まれて 46 億年。 

それから 10億年余りのうちに生命が誕生

し、哺乳動物へと進化したのは今から 2億年

余り前と言われています。その後、人類が

現われ、1 万年ほど前には農耕牧畜を礎と

した文明が誕生しました。 

 科学技術が発展し始めたのは 300 年ほど

前からですが、相対性理論や素粒子のふるまい

を記述する量子力学から発展した「超ひも

理論」などによって、今では宇宙そのものの

成り立ちさえ解明されようとしています。 

 しかし、生命はこの 30数億年の間に、幾度

となく絶滅の危機に瀕しています。火山活動

や全球凍結、小惑星の衝突や近傍の超新星

爆発など、地球や宇宙に起因するものから、

生物相の偏りによる大気成分のバランスの

崩れなどによっても、大量絶滅が起きたと

されています。 

 ある環境が、その種の生存や繁殖にとても

適していた時、その種は突如として個体数

を増やしますが、その繁栄が自らを支えて

いた生存環境さえ変えてしまった暁には、

急激にその個体数を減らす結果を招いてい

ます。 

 そして現在、多くの生物学者は広範な生物

種において、新たな大量絶滅が起きていると

考えています。残念ながらそれは、人類が

築き上げた文明によって地球環境と生物

圏が蝕まれているからに他なりません。 

 気候の温暖化に伴う異常気象の頻発はも

とより、氷床の融解による海面上昇、大規模

森林火災の多発と森林の消失による砂漠化

など語り尽くせませんが、地球環境の急激

な変化に歩調を合わせるかのように、世界

の人口も増加の一途をたどっています。 

 20 世紀初頭に 16 億人余りであった世界

の人口は、21 世紀に入り 61 億人まで増加

し、2055 年には 100 億人を超えると予想さ

れています。 

これまでの経済発展は常に人口の増加と

共にあり、それが市場を支え、労働力を供給

してきました。また社会保障制度も人口の

増加を前提としており、人口増が繁栄の証

であると共に、社会システムを維持するため

の大前提となってきました。 

 かつてのように、食糧の自給自足が基本で

あった時代には、その地域もしくは国の食糧

供給能力によって自ずと人口は抑制されま

したが、農薬や化学肥料が発達し、多収品種
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への改良などによって農業生産性が高まり、

さらに物流網のグローバル化が、人口の爆発

的増加を後押ししてきたと言えるでしょう。 

 今後は世界全体において生活の質的向上

が求められるようになりますが、地球の扶養

力を表す指標「エコロジカル・フットプリン

ト」によれば、既に現在でも地球 1個分では

不足しており、2050 年には地球 3 個分の

扶養力が必要になるとも言われています。 

 

 今回のコロナ禍によって世界規模で生産

や物流が停止し、食糧のみならずエネルギ

ーや資源の自給自足の重要さが説かれるよう

になりました。有効なワクチンや治療薬の

開発によってコロナ禍が終息し、いずれ世界

の生産や物流は新たな軌道を描くことに

なるでしょう。 

 とは言え、偏在している世界の富や知は

均一化することなく、逆にナショナリズム

の進展によって偏在の度合いが強まるとも

考えられます。それは世界人口の増加と相俟

って、食糧や資源、そしてエネルギーの確保

のための紛争の火種が、さらに増えることを

意味しています。 

 地球に暮らす生き物全ての命運は、今を

生きる我々の手に委ねられており、今こそ

未来へ向けて行動を起こす時なのだという

ことを忘れてはなりません。 

 私は、宇宙の成り立ちにさえ迫っている

人類の文明が、眞の「智慧」を持っているの

であれば、自らを絶滅に向かわせている現状

を変えることができると信じています。月や

火星といった地球外フロンティアの開拓を

否定するものではありませんが、無限の人口

増による経済発展という「夢物語」から目覚

めた今こそ、母なる地球に暮すことの意味を

見つめ直し、食糧や資源を無駄なく適切に

利用する中で、人類をも含めた形での持続可

能な生態系の構築が急務となっています。 

 21 世紀に生まれた若者達は、20 世紀の爆

発的な経済発展の反動を背負いながら、22世

紀に向けて歩まなくてはなりません。彼らは、

様々なメディアで伝えられる環境破壊や社会

の不均衡を目にしつつ、SDGsの目指すものの

大切さを学んできています。そして、彼らは

これからの消費を支える主たるコンシューマ

であり、自分達の世代やその子供たちの世代

を護るため、その消費行動はよりエシカルな

方向へと向かうに違いありません。 

 その意味でも、これからの「ものづくり」

では、「安い」「綺麗」「速い」「便利」といっ

た前世紀型の価値基準を絶対視するのでは

なく、「環境保全」「生物多様性維持」「パー

トナーシップ」といった、SDGs で謳われて

いる新たな価値基準を根本に据えることが

求められています。 



 

 

- 10 - 

 

「超ひも理論」では、物質を形成し、ある

いは各種の力を伝達する素粒子は、とても

小さな「ひも」で表され、それが時間と空

間を合わせた高次元時空の中で振動する

姿で記述されます。我々の暮らすこの宇宙

は「D ブレーン」という膜のようなものに

例えられ、重力を伝える「重力子」以外の

素粒子は、その膜から離れることはできない

とされています。 

 そして、その「Dブレーン」に束縛される

ことのない「重力子」の解明こそが、この宇宙

の根本的な成り立ちを知る「鍵」になるとも

言われているのです。 

 

 今までの「ものづくり」は、経済を基準と

した「市場原理」という「膜」の中で進んで

来ましたが、これからは地球や社会の持続可

能性を「根本原理」とした、新しいベクトルに

沿った「ものづくり」が求められています。 

それは膜から離れて別世界方向へ動くこと

ができる「重力子」の振舞いにも似て、旧来の

価値観の中から持続可能性の低いものを削ぎ

落し、地球と社会への優しさというベクトル

に沿うことによって、初めて我々は新たな時代

への「鍵」を手にすることができるのです。 

 

例えば、過度なエネルギー消費を減らすた

め、日本酒への醸造アルコールの添加を止め

全てを純米醸造酒とするような、あるいは

フードロスを減らすため、低精白であって

も美味しい純米酒の開発に注力するなど、

その業界の在り方さえ変えて行くような革新

が求められています。 

そのためには、日本酒業界が今まで進めて

きた原料米育種の方向性を見直し、米の表層

部に脂質や蛋白質の少ない品種開発に力点

を置き、麹菌や酵母の育種と併せ、低精白で

あっても香り高く味わい豊かな酒を醸し出す

技術開発が必要となるでしょう。 

 

 食糧危機が迫りつつも、日々の生活の中で

それを実感するまでは危機として感じられ

ないのかも知れませんが、気候変動について

は報道されない日はありません。 

 もう、手をこまねいている猶予はないのです。

まずは現状を把握し、できることから始め、

SDGs の理念に沿って歩む気持ちを表現す

ることが大切です。 

 

SDGs の「Development」という言葉を、

日本語では「開発」と表現していますが、「発

達」「成長」「進化」という意味もあります。 

コロナ禍を経て「新しい生活様式」が定着

する中で、我々はその生き方を、次の世代に

住み易い地球を渡すという形にも「進化」さ

せて行く必要があるのではないでしょうか。
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縮小均衡そして再生へ 

 

 今や「残された最後の成長大陸」としての

アフリカ大陸に熱い視線が注がれているよ

うに、社会の発展は消費人口の増加と労働

人口の確保という経済の「拡大均衡」を大前

提として組み立てられています。片や多く

の先進諸国は少子高齢化による人口減少期

を迎えており、経済成長期に整備された社会

保障システムやインフラの維持管理費など

の膨大な出費を、自国民だけでは支えきれ

ない状況となっています。 

そのため、いかに外貨を獲得して成長を

維持していくかが熱く語られ、あるいは移民

を受け入れて労働力と共に担税人口を確保

していくのかなど、国のあり方について論議

が繰り返されてきました。 

 

 国連の推計では、2055 年に世界人口が

100億人を超えるとされていますが、2100年

に 110億人に達して以降は漸次減少に転じ、

22 世紀後半には地球が賄い得る 60 億人程

で安定するのではといった予測もなされて

います。 

 但しそのためには、現在進行している気候

変動を最小限に封じ込め、既に枯渇している

であろう化石燃料に代わる再生可能エネル

ギーを安定供給し、食糧や資源、あるいは

エネルギーの無駄遣いを極力抑えた循環

型経済 ( Circular Economy ) への移行と、

地域や人種、性差による不平等や差別を排し、

紛争や貧困が無い社会が築かれていること

が大前提となっています。 

 

 SDGsは理想論なのかも知れません。 

 その理念は、人類が何世紀にも亘って築い

てきた「拡大均衡」という価値観さえ見直す

ことを求めているかに思え、達成できなかっ

たとしても罰っせられることのない努力目標

のようであるが故に、総論賛成、各論反対の

堂々巡りに終わってしまうかに感じることも

あります。 

 しかし気候変動対策を後回しとし、資源

や食糧、エネルギーの野放図な遣い方を止め

ず、このまま近視眼的な経済活動に終始して

いたとしたら、私達の子や孫の世代が現在

よりもさらに困窮し、何故あの時何もして

くれなかったのかと糾弾されることは火を

見るより明らかです。新たなウィルスの蔓延

について警告されていたにもかかわらず、

十分な手立てを講じて来なかったことの意味

を学んだ人類にとって、今そこにある危機に
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対し、すぐにでも行動を起こさねばならない

ことについては共通認識であると言えるで

しょう。 

 

 時代は人々に「新たな生活様式」を求めて

います。それは単に感染症対策に留まらず、

人々の生き方そのものに対する価値観の変

容を求め、今回のコロナ禍をきっかけとして、

人類に「進化」することを迫っているのだと

考えるべきではないでしょうか。 

「危機」の機は、「機会」の機であるとも

言われます。今こそ人類には、次のステップ

へ踏み出す時機が到来しているのです。 

 

 SDGsの理念を象徴する「誰一人として取り

残さない」という言葉には、紛争や不平等、

差別による社会的弱者を取り残さないという

意味が込められていますが、時として、変化を

拒む人々より「取り残さないということは、

今まで通りのことを続けていても良いという

ことだね？」と問われることがあります。 

 残念ながらそれは言葉尻を捉えた恣意的

な解釈と言えるもので、例えば、欧州では

2030 年代にハイブリッド車を含めたガソ

リン車やディーゼル車の販売が禁止され、

中国やインドなどの国々もその流れに沿う

動きを見せるなど、世界の趨勢
すうせい

が電気自動

車の普及に向っている中で、その声に耳を

貸さず電気自動車開発に背を向け続けること

と同じではないでしょうか。 

 

 日本は、その文化の象徴的なものの一つ

として「国酒」である日本酒の輸出に積極的

に取り組み、観光立国の旗印のもとインバ

ウンド誘客にも力を注いできました。 

 足元の経済効果への期待もありますが、日

本文化や日本の精神性を発信することにより、

国民同士の相互理解を深め、長期的には国際

社会における日本のプレゼンス（存在感）を

維持することに繋がると期待されています。 

 資源の少ない日本が高度成長を実現でき

たのは、輸入した資源を加工して付加価値

を上げて輸出するというビジネスモデルを

構築できたからですが、増加する人口に

よる勤勉な労働力と消費旺盛な国内市場の

供給も見逃せません。 

少子高齢化により、そのビジネスモデル

が崩れつつある中、多くの企業はグローバル

化の名の下で海外に市場と労働力を求め

ましたが、コロナ禍はそれさえも 儚
はかな

い夢で

あったかの情景を映し出しました。 

 

 国を人口という指標で見た場合、日本が

国際的なプレゼンスを維持するためには、

100 年後にも 1 億人は必要であるとの意見

があります。現在の出生率や高齢化比率を
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前提とすると 6,000 万人程まで減少すると

の推計もなされており、1 億人を維持する 

ためには社会的に相当の覚悟を持って少子

化対策に取り組むと共に、積極的に移民を

受入れ、米国のような「人種のるつぼ」となる

覚悟が求められるでしょう。 

 いずれにせよ人口の減少は避けがたく､

社会規模を縮小させる中で､人々は自らを

律してアイデンティティを保ちながら､経済

や社会の安定した進歩を図らなくてはなり

ません。「拡大均衡」の中では問題を先送り

して次の世代に任せることができましたが､

「縮小均衡」の中では先送りすればするほど

問題の解決は難しくなります。 

 世界は今、循環型経済を新たな価値観と

して、環境再生型産業への転換を図るととも

に、再生可能エネルギーへのシフトを推し

進めています。つまり、持続可能な開発の先

にある、自然を再生（ Regeneration ）し、

自然と調和するナチュラルな生き方への移行

を図っているのです。 

 

 日本の持つ価値は、単に人口の多寡や

GDP などの経済指標だけで計ることはでき

ません。日本人が連綿と受け継いできた文化

的、精神的価値こそに意味があり、全ての

ものに「神」が宿り、豊かな季節感の中で

自然と調和し、安定した進歩の道を歩んで

来た日本人の「生き方」そのものが、これ

から迎える「縮小均衡」の時代を人類が生き

抜いて行くために最も求められている価値観

なのだということを、日本人自身が改めて

心に刻む必要があります。 

忘れてはならないのは、それがイデオロ

ギーのように、誰かを困惑させたり、誰かを

屈服させたりするものではなく、人類が本質

的に持ち合わせている「生き方」の原点なの

ではないのかということです。 

 

 日本人の「魂の酒」である日本酒は、この

「生き方」に寄り添うことで、普遍的な価値

を持つと考えます。 

 日本人が長きに亘り大切にし、世界が希求

するナチュラルな生き方に対して、日本の

酒造りが真に寄り添っているのか否かに

ついて、パラダイムシフトを迎えた今こそ、

立ち止まって考える時機なのではないで

しょうか。 

 日本酒がアルコール添加酒をリキュール

として切り離し、地酒蔵が率先して環境

再生型産業への転換を進め、健やかに育て

られた地元産米を大切に用いた純米醸造酒

を自らの存在価値の中心に据えることで、

100年後にも、その先の未来にも日本の「国

酒」としての価値を普遍的に保ち続けること

ができると信じています。
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その先の未来へ 

 

 英国の SF 作家 アーサー・C・クラーク 

（ Arthur C. Clarke ）の著作 「 2010 : 

odyssey two」は、1984 年にピーター・ハイ

アムズ（ Peter Hyams ）によって映画化さ

れ、最後の場面はこう結ばれています。 

We are only tenants of this world. 

We have been given new lease and    

a warning by the landlord. 

我々はこの世界の間借り人に過ぎない。 

我々は家主から、間借り期間の更新と  

共に、警告を与えられたのだ。 

 この宇宙が138億年前にビックバンにより

生まれ、地球は 46 億年前に誕生したとされ

ていますが、人類がこの地球上に現れてから

は 20万年ほどと言われています。さらに、

科学技術が発達し産業革命が始まってから

は、まだ300年ほどしか経っていないのです。 

 しかし、人類はこの 300 年にも満たない

間に、地球を掘り起こして多くの資源を手に

入れ、それを用いて生活を豊かにし、また科学

知識を駆使して食糧生産を大幅に増加させて

来ました。資源とそれを活用する科学技術は

富を生み出し、食糧の安定供給が、増え続ける

人口を支え、20 世紀末には、経済が無限に

拡大するかの勢いで発展を続けましたが、

その代償として、人類は気付かないうちに

大切なものの多くを失っていたのです。 

 20世紀の間にも気候の変化を指摘する声

が上がっていましたが、短期的な気象変動

の波にかき消され､その声は多くの人の耳

に届きませんでした。21 世紀に入り､いよ

いよ気候変動が顕著となり、誰の目にもそれ

は明らかなものとなってきています。 

 

 年の始めに、スイスで開催される「ダボス

会議」。 

世界経済フォーラム（WEF）が主催する

この会議では、2006年より「グローバルリス

ク報告書」を発表しており、その巻頭には 

WEF がリスクをどう評価してきたのかを年

を追って比較する一覧表が掲載されます。 

 2010 年頃までは、生じる可能性としても、

生じた場合の影響の大きさとしても、経済

学的リスクが大半を占めていましたが、

2011 年を境として気候変動などの地球環境

のリスクが上位を占めるようになり、2020年

には大量破壊兵器による地政学的リスクを

除いて、ほぼ全てを地球環境リスクが占める

に至っています。 
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 また、同報告書の 2019年版では「生物学的

リスクの変容」として、新たな病原体の壊滅的

な大流行のリスクについて警告を発しており、

2003 年の SARS や 2015 年の MARS の大

流行を例にしつつも、それらは「大惨事の瀬

戸際」に過ぎないと断じています。さらに、

気候変動などがウィルスなどの病原体の蔓延

リスクを増大させているとの指摘もあり、

気候変動への対策に手をこまねいている余地

は、どこにもありません。 

 そして 2021 年のメインテーマは「グレー

ト･リセット」とされています。この言葉が

「人類を含めた大量絶滅」を示唆したもの

ではないことを願うばかりです。 

 

 「税は国家なり」という言葉通り、環境

意識の強い欧州では、サスティナブル税とも

いうべき形で食肉への課税が検討されていま

すが、同様に二酸化炭素の排出に対して

課税する炭素税という考え方もあります。 

 輸入食品の重量に輸送距離を乗じて求め

た「フード･マイレージ」や、より踏み込ん

だ形の「カーボン･フットプリント」に課税

するという形で、環境負荷の高い物品の

市場価格を税制面で制御し、脱炭素社会

へ向けて国として方向付けをして行く時代

が、すぐそこに来ていると考えておくべき

でしょう。 

 科学は偉大です。 

人類はその活動領域を大気圏外にまで

拡大し、太陽系の惑星探査のみならず、この

宇宙の成り立ちや時空の性質まで解き明か

そうとしています。 また、コンピュータ技術

やインターネットの発展には目を見張るもの

があり、それら無くしては現在の豊かな生活

は成り立ちません。 

 一方で、それを支えるエネルギーについ

ては、未だ多くを化石燃料に頼らざるを得

ず、脱炭素の旗印であった原子力発電も広

い意味で環境負荷が重く、科学を過信する

ことなく、大自然に対して謙虚であるべき

ことの戒めとして、深く心に刻む必要があ

ります。 

 

「全ての生き物を取り残さない」ことは、

生態系を維持するために欠かせません。 

グローバルリスク報告書において度々

指摘され、SDGs においても重要な項目と

なっている「生物多様性」については、私たち

が気付かない中で、どれほど多くの生物種が

この地球上から姿を消しつつあるか、事ある

ごとに警鐘が鳴らされています。 

 国際自然保護連合（IUCN）が発表する 

絶滅のおそれのある野生生物の目録はレッド

リスト（Red List）と呼ばれ、日本の環境省も

独自に発表しています。 
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 2019 年には「トキ（学名：Nipponia 

nippon）」が「野生絶滅」から「絶滅危惧 IA

類」に指定し直されて一安心したものですが、

2020 年版では、逆に日本産のトキの羽毛に

のみ寄生していた「トキウモウダニ」が絶滅

したと発表されています。 

 2015 年に、ノーベル生理学医学賞を受賞

された大村智先生は、訪れた先の何気ない

土の中から有益菌を発見され、その結果、

多くの人命が救われました。 

 トキウモウダニは、体長１mm ほどのほん

の小さな生き物ですが、もしかすると、多く

の生物にとり大変有益な蛋白質で身を護っ

ていたのかも知れません。 

 

 人類は産業革命以降、自らを過信して傍若

無人に振舞い、地球の怒りを買ってしまい

ました。人類が間借りを始めてからの 20万年

など、地球にしてみれば、ほんの一瞬なのです。

このまま進むと、軒先さえも貸して貰えなく

なることを考えなくてはなりません。 

 ミレニアル世代のみならず、21世紀に誕生

した「Z 世代」や「α世代」と呼ばれる若

者たちが社会や消費の中核を担う時代が 

すぐそこに来ています。彼らにとって気候変

動は他人事ではなく、前までの世代が残した

気候変動という負の遺産に真正面から立ち

向かわなくてはならないのです。 

 国連の持続可能な開発ソリューション・

ネットワーク (SDSN) などが発表した、世界

の SDGs 達成度ランキング2019において、

第 1 位となったのは北欧のデンマークです。 

日本はアジアの中ではトップながら、全体

では 15位と、その取り組みは遅れています。 

（ 2020年、日本は 17位に後退しました。 ） 

 

 教育無くして、次代を作る力を生み出す

ことはできません。 

 デンマークでは、国を挙げて SDGs に取

り組んでおり、小学校から市民学校

（ Folkehøjskole
フォルケホイスコーレ

 ）まで、サスティナブルな

生き方についての教育が徹底されています。 

日本においても、教育の早い段階から、サス

ティナブルな生き方に加えて、地球人として

の自覚を説き続けるべきと考えます。 

 

 来るべき未来は、人類が自らの持続可能性

を憂えることなく、また新たな開発ばかりを

目指すのでもなく、安定した進歩こそを善し

とする時代となるでしょう。 

 大切なのは、私達の世代のみならず、

次の、そしてその先の未来にも SDGs の理念

を語り継ぎ、安定した進歩を希求する熱意

（ Stable Improvement Zeal ) を、人類が

持ち続けることなのではないでしょうか。 

（ 2020 年 8月 了 ） 
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～ おわりに ～ 

 

この冊子は、既に閉塞感が漂っていた経済、

社会情勢の中で、さらに追い打ちをかける

ように襲い掛かったコロナ禍を契機として、

日本酒が歩んできた道を振り返り、現在の

ままの日本酒を醸し続けることが良いのか

否かを見つめ直したものです。 

 いずれ多くのエネルギー源は電力に集約

されクリーンエネルギー化される時が来る

と考えられますが、一時に大量の蒸気を発生

させなくてはならないボイラーを電気式に

置き換えることだけでもハードルは高く、

あるいは水素やアンモニアを燃料とした 

システムへ転換するとしても解決しなくて

はならない課題はまだ多く存在します。 

また、海外産の醸造アルコールを添加した

酒さえも「日本酒」と名乗ることができる違和

感など、その本質に触れる様々な課題がある

ことも忘れることはできません。 

 日本酒は、受け継がれてきた日本文化に

「国酒」として深く根を下ろしています。 

 一方で、日本酒を取り巻く状況は日本の歴

史のみならず経済情勢とも深くかかわって

おり､この数十年で日本酒業界に形成されて

きた吟醸酒を軸とした見方からすれば、この

冊子の内容は全く正反対の「極論」のように

感じられるかも知れません。 

 しかし、現在の姿のままでは、100 年後に

も、その先の未来の世代にも、誇りを持って

日本酒を手渡していくことはできないので

はないでしょうか。 

罰則がないとは言え、SDGs は単なる努力

目標などではありません。国連加盟の全て

の国の総意をもって「実行に移されるべき

事柄（アジェンダ）」として採択され、互い

の信義に基づいた ひたむきな努力が求めら

れているものです。その達成度は、国民一人

一人に支えられた、その国のあらゆる業界の

取組の積み重ねであり、それぞれの国の「民

度」を表したものとも言えるでしょう。 

人類が自らの生き方を見つめ直している

今こそ、「国酒」としての日本酒業界は立ち

止まり、自らの在り方について再考すべき

時と考えます。そして、地球を再生し、社会を

護り、その上に経済活動を構築していく姿を、

酒造りに重ねて行かなくてはなりません。 

日本の食文化の象徴とも言われる日本酒

業界が、SDGs のその先の未来を見据え、

工業的産業から環境再生型産業へ変わる姿

を示すことによって、国内のみならず海外から

もさらに高い評価を受け、それが未来へ向けた

「地に足の着いた」日本の食文化の発展に

結びつくことを信じて止みません。 
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持続可能な開発目標（ S D G s ） 

Sustainable Development Goals 

 

SDGs とは、産業革命以降急激に活発化した人間活動により、経済・社会の基盤で 

ある地球の持続可能性が危ぶまれていることに端を発し、2001 年に策定されたミレニ 

アム開発目標（MDGs）の後継として、2015 年 9 月に開催された国連の「持続可能な 

開発サミット」において、193の国連加盟国によって採択された「持続可能な開発のた 

めの 2030 アジェンダ」に記載された 2016 年から 2030 年までの国際目標です。 

このアジェンダには持続可能な世界を実現するための 17の目標と 169のターゲットが盛 

り込まれており、人間、地球、豊かさ、平和、パートナーシップという大きな重要性を 

備えた枠組みについて行動を促し、地球上の ｢ 誰一人取り残さ(せ)ない（ Leave 

No One Behind ）｣ ことが誓われています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 国連「持続可能な開発サミット」（ 2015 年 採択 ） 

 

https://kotobank.jp/word/%E5%9B%BD%E9%80%A3%E6%8C%81%E7%B6%9A%E5%8F%AF%E8%83%BD%E3%81%AA%E9%96%8B%E7%99%BA%E3%82%B5%E3%83%9F%E3%83%83%E3%83%88-1995775
https://kotobank.jp/word/%E5%9B%BD%E9%80%A3%E6%8C%81%E7%B6%9A%E5%8F%AF%E8%83%BD%E3%81%AA%E9%96%8B%E7%99%BA%E3%82%B5%E3%83%9F%E3%83%83%E3%83%88-1995775
https://www.unic.or.jp/activities/economic_social_development/sustainable_development/2030agenda/
https://www.unic.or.jp/activities/economic_social_development/sustainable_development/2030agenda/
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地元産契約栽培米を用いた低精白の純米醸造酒 

 

長野県の大自然が表現された日本酒は､健やか 

に育まれた米から造られる､味わい豊かな純米醸 

造酒であると考えています。2019 年､私共の「地 

元産契約栽培米を用いた低精白の純米醸造酒」と 

いう酒造りが長野県知事より「ＮＡＧＡＮＯもの 

づくりエクセレンス」として認定されました。また同じ取り組みが、2020 年の「第 3 回 

エコプロアワード」において「SDGs の理念をも超越しているように感じる」として、 

最高賞である『財務大臣賞』を受賞し、さらに同年開催の「脱炭素チャレンジカップ

2021」においても『奨励賞』を受賞するなど、各方面より高いご評価を戴いております。 

 信濃錦では二代目の秀一が肝臓の病いで早世したことから、三代目の宏一郎が防腐剤 

を用いない酒造りの研究を進め､1967年に全国で初めて全ての仕込みから防腐剤を駆逐す 

ることに成功しました｡1972年にその製法が特許（無償開放）となって以降、日本酒のある 

べき姿とは何かを考え続け、まずは顔の見える原料米の確保が大切であるとの思いから、 

1991年より農薬を減らした形での契約栽培を開始いたしました｡地元農家の方々のご理解 

を戴き、2005 年には全ての酒造米が無農薬もしくは減農薬での契約栽培米となりましたが、 

いつの日にか全ての酒造米を無農薬栽培とすることを夢見て、米作りと向き合っています。 

また、丁寧に栽培された米の旨味を大切にすることを心がけ、2004 年より敢えて米を 

余り削らずに用いる低精白での純米醸造酒に取り組み、さらに 2006 年より全ての仕込み 

を「純米醸造酒」とし、サトウキビなどを原料として作られ遥々海外から運ばれてくる 

「醸造アルコール」を加えることのない「日本酒」造りを続けています。 

 信濃錦では、自然と調和し全てのものに神が宿る中で営々と醸し続けられてきた日本酒 

が、100 年後にも、その先の未来にも、日本の「魂の酒」として受け継がれていくこと 

を信じ、「土着の蔵」としての歩みを続けて参ります。 

 

https://www.youtube.com/watch?v=C81BsR1I1ZM&feature=youtu.be
https://www.pref.nagano.lg.jp/sansei/sangyo/shokogyo/shisaku/excellence/top.html
https://www.pref.nagano.lg.jp/sansei/sangyo/shokogyo/shisaku/excellence/top.html
https://sumpo.or.jp/seminar/awards/
https://sumpo.or.jp/seminar/awards/
https://sumpo.or.jp/seminar/awards/3rd_eco-pro_award_casestudy.html
https://www.zenkoku-net.org/datsutanso/
https://www.zenkoku-net.org/datsutanso/
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土作りを大切にした米作り 
 

 

 

 

 

 

 

化学物質を可能な限り圃場に持ち込まないこと 

 20世紀の農業は、生産性向上のため､化学合成された農薬や肥料を多用することによって 

発展しましたが、一方で農地に残留し或いは流れ出る化学物質が、微生物を含めた生態系に 

どのような影響を与えているのかについては、十分に解明されているとは言えません。 

 無農薬栽培など､可能な限り農薬や化学合成肥料の使用を抑制した農法を取り入れることは、 

安心・安全な水系を維持し、農地やその周辺の大地の豊かで多様な生態系を護り、それがひい 

ては、海とそこに育まれた多様な生態系を護ることに繋がります。 

 

温室効果ガスの抑制に繋がること 

 有機栽培では化学肥料を用いた場合に比べて肥料分の分解が緩慢となるため､有機肥料の 

積極的な活用は、そこに固定されている炭素を長期にわたって土中に留めることができ、さらに 

温室効果が二酸化炭素の数百倍と言われる一酸化二窒素の放出も緩やかにできます。また、 

農薬や化学肥料の使用を抑制することによって農地周辺の生物多様性が維持され､それらの生物 

が炭素を体内に固定することを含め､多くの炭素を封じ込められることが分かってきています。 

 農産物の生産圃場において化学物質の使用を可能な限り減らし、土中を含めた農地周辺の 

生物多様性を維持することが、気候変動に対する具体的な対策にも繋がるのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

｢信濃錦｣蔵元主催 無農薬栽培田での『草取り援農の会』 
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純米醸造酒 
 

 

 

 

 

 

 

醸造アルコールを使わないこと 

 醸造アルコールとは、主にサトウキビから砂糖を取り出した残りである糖蜜を発酵させ 

て蒸留したものです。日本では、はるばるブラジルなどから運ばれてきた粗製アルコールに 

再び熱を加えて連続蒸留し、味や香りが殆ど無い状態に仕上げてから用いられています。 

 醸造アルコールを加えると、お酒がすっきりとし、吟醸酒などでは酵母の持つ香気成分を 

引き出すことができますが､そこに至る間の地球環境に対する負荷が多大であることも､常に 

認識しておかなくてはなりません。近い将来、炭素税などが導入された際には、醸造アルコー 

ルの価格が跳ね上がるものと思われますが、それ以前に、多くの醸造家が環境負荷に対して 

の思いを巡らせ、醸造アルコールを用いない純米醸造酒を選択すべきであると考えます。 

 

地域の食文化を深めること 

 純米醸造酒では、その年の気候により味わいが大きく変わりますが、それこそが酒を通し 

て気候風土を味わう日本酒の醍醐味であり､土地の滋味を感じる地酒の価値でもあります。 

 風土を味わう酒である純米醸造酒こそが、風土を共にする地域の食文化の掘り下げに深く 

関わることができ、地域文化やその先にある地域の発展に寄与できるのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

- 22 - 

 

低精白米による酒造り 
 

 

 

 

 

 

 

過度な精米を行わないこと 

 20世紀後半より人口爆発に伴って食糧危機が叫ばれ、21世紀に入り気候変動などによる 

干ばつやバッタの異常発生など、食糧生産が危うくなる事態が数多く生じています。 

 これからの酒造りは原料調達の段階から食糧需要との取り合いとなり、まず食糧を確保し 

た上でなくては酒造りができない状況が目前に迫っています。 

 精米技術が高度化し、吟醸酒こそが最高峰であるという価値観の進展によって、精米時に 

多くのエネルギーを消費し、食糧廃棄率の高い高精白の酒がもてはやされるようになりました 

が、低精白米を用いても十分美味しいお酒が造られていることを心に留めておくべきです。 

 

大地の恵みを余すことなく味わうこと 

 今こそ、大地の恵みを余すことなく味わう酒造りを心掛け、望むらくは食用米と同程度の 

精米率にても、味わい深く風味の良い個性豊かな酒造りをする技術開発を、業界をあげて進 

めるべき時と考えます。 
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土着の蔵であること 
 

 

 

 

 

 

 

地域の農業者と共に歩むこと 

 本来、醸造物はその土地の気候風土の産物であり､それこそがその醸造物の存在価値でも 

あります。原料の確保が食糧需要との取り合いとなる状況を目前として､原料は地元の農業者 

と手を組んで、或いは自ら生産する時代となっています。 

 醸造家は、地域社会の歯車の一つとして直接的・間接的な雇用を生み出し､持続可能な 

まちづくりをするためのパートナーシップの要となる気持ちを持たなくてはなりません。 

 

地産地消と自給自足であること 

 醸造家は、まず自らが生きるその土地に根差した「土着の蔵」であるべきと考えます。 

 地元の農産物を原料として酒を醸し、地元の食と共に､まずは地元の方々に楽しんで戴く 

ことを基本とし、工業製品のような画一化された価値に頼るのではなく、郷土に愛される地の 

酒であって初めて、地域社会の一員として持続的な地域貢献ができるのです。 

 地元の農業者と手を携えて輸送エネルギーを最小化することはもとより、地域経済を循環さ 

せる地産地消と自給自足こそが、地域を未来にわたって持続させることのできるレジリエンス 

（強靭な回復力）の基本であると考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⓒ Satoshi Miyajima



 

- 19 - 

 

Appendix  

 

 「グレート･リセット」という言葉に象徴される

ように、現在、長年慣れ親しんできた「資本主義」

にメスを入れ、社会システムそのもののあり方を

見直すことが論議されています。地球環境の保全や

気候変動への対応のみならず社会のあり方を含め、

価値観が大きく変わる時代を迎えているのです。 

 自らの「種」の存続のために他の「種」を凌駕する

勢いで個体数を拡大させるという、生物が本質的に維

持し続けてきた生存戦略が、実は「種」を国家や地域

などの「価値観を一とするグループ」と読み替えたと

き、紛争や貧困、富の偏在、環境破壊などの人類社会

が抱える諸問題の根源であることに気づかされます。 

 SDGsが解決しようとしているそれらの問題は、

生物としての新たな「進化」を人類に求めており、

いずれ SDGs に含まれる「 Development（開

発）」という言葉さえ見直すことが求められる時

代が訪れるに違いありません。 

 

 2030年に期限を迎えるSDGsは、MDGsがそうで

あったように、15年先の2045年に達成するべき目標

（ Post-SDGs ）を新たに掲げることとなるでしょう。 

 それには SDGs で達成できなかった幾多の目標

に加え、コロナ禍を機に急激に加速するであろう

生命科学や、2045 年にも到達するとされる AI

（人工知能）の「シンギュラリティ（技術的特異

点）」が引き起こす、「生命」や「知性」の本質を

問うような目標も加えられるに違いありません。 

 もちろん、生命科学によってヒトの免疫システムを

強化するのみならず、これからの地球環境の中で増産

可能な食糧を作り出し、AIによって、あらゆる分野

での生産性が高まることが期待されますが、一方で 

 

 

 

 

それらには「生命」や「知性」の本質に対する挑戦的 

なリスクが内在し、いつしか、それらを生み出した 

人類の手を離れ、新たな「生命」、新たな「知性」

として進化を始める可能性を秘めています。 

 

 既に人類は、この地球が培ってきた生態系の「動的

平衡」を破壊する一歩手前まで来ており、SDGs は

それを押し留めるための最後の防衛線です。 

 とはいえ、SDGs が達成できたとしても「生物」と

して根源的に維持し続けてきた「拡大均衡」という

戦略を見直さない限り、地域間格差に起因する地政

学的リスクを消し去ることはできません。 

 それは、国家間の貧富の格差やローカルな紛争と

いった問題にとどまらず、政情不安による暴発的な 

EMP（電磁パルス）攻撃などにより、世界中の電力

供給や衛星通信、インターネットなどのインフラが

一瞬にして破壊され、「生命科学」で産み出された

リスクの高い「生命体」が制御不能となって漏れ出

してしまうといった、グローバルリスクが残り続け

ることを意味します。 

 もちろん宇宙から飛来する小惑星の衝突などでも同

様の惨禍は起こり得ますが、このままでは人類が自ら

それを引き起こすリスクの方が、よほど高いと言わざ

るを得ません。 

 コロナ禍によって、国家のみならず地球全体が「運

命共同体」であることや、営々と築き上げてきた現代

文明の危うさに、人々は改めて気付いたはずです。 

 現在、連綿と続いてきた「貨幣経済」さえもがサイ

バー空間に移行しつつあり、金貨や銀貨のように貨幣

そのものに価値を持たせていた時代は今は昔、各国が

仮想通貨へのシフトを検討している状況を鑑みると、 
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ひとたびサイバー空間に揺らぎが生じた場合には、

かつてのニクソンショックやリーマンショックを

遥かに上回る大混乱に陥る可能性があります。 

 刹那的にマネーがマネーを生み出すマーケットに

振り回され、地球に負荷をかけながらも仮想空間に

揺蕩
た ゆ と

うマネーを最優先する手法は、自らの価値を

流動化させ、結果として将来の世代に禍根を残す

危うさを孕んでいます。 

 また AI のシンギュラリティについて、生産性の

向上という側面とは別に、人々が担ってきた幾多の

職業の消滅などがことさらに喧伝されていますが、

人類を超える「知性」が存在することになるという

意味において、人々に自らの存在意義を問うもので

あることを忘れることはできません。 

 

 SDGs が掲げる「誰ひとり取り残さない」という

言葉は、言い換えるならば「その人がその人らしく」

生きられるということを意味しており、さらに「アニ

マル・ウェルフェア」にまで立ち入るならば「その生

き物がその生き物らしく」という思いさえも込められ

た、究極の「部分最適」を表していると言えます。 

 人々が受け取る情報がグローバル化し、一人ひとり

の意識が世界全体とつながる中で、地域や国家のみな

らず個々の人々のアイデンティティという「部分最

適」を保ちながら、国際社会を安定的に持続させる

「全体最適」を実現するための価値観の再定義が、

人類が取り組もうとしている「グレート･リセット」

の本質なのかも知れません。 

 

 人類とて一つの生物種です。 

 太陽と大地の恵みを受けて空気と水から自らの命を

育むことができない以上、人類が他の命を奪わざるを

得ないのは宿命です。とはいえ、人類が他の生物種と

違う点は高度な知性を持つことであり、その「知」を

目の前の収穫や漁獲だけではなく、全地球規模での

生物多様性の維持と食料資源の安定的確保に用い

なくてはなりません。 

 また、これから向かおうとしている「未来」では、

その「知」が生み出した技術の補助によって、人種や

ジェンダー、あるいは身体能力の差異を吸収し、人々

の「知的創造性」に重きを置く社会の実現に向けた

努力が続けられていくことでしょう。 

 薪で火を熾
おこ

し、山野を駆けて獲物を捕らえ、泥に

まみれて耕作した命を大切に戴くというヒトとしての

「素元」を見つめ、大地の声に耳を傾けた「土着の

民」として生きることの大切さを子々孫々に伝え続け

ること、つまり、自ら衣食住を賄うことができるレジ

リエントな力と物事の本質を見極め創造的に生きる力

を養う「教育」こそが、シンギュラリティを迎えた 

AI を僕
しもべ

として、人類が「知的生命体」としての

尊厳と自らの揺るぎない価値を維持し続けるために

最も求められていることであると考えます。 

 

 SDGsのその先の未来では、自然を「開発」する

のではなく自然に「寄り添う」スタイルへと人々の

生き方が変わり、持続可能性を模索した先にある、

自然と調和し、安定した繁栄の姿を見出す努力が

続けられていることでしょう。 

 そして世界の総人口をほど良く抑えながら国際社会

を安定させるため、子供たちや地球を最大のステーク

ホルダーとした社会経済システムの在り方についての

真剣な議論が続けられているに違いありません。 

 そのためにも、今を生きる私たちには SDGs の 

理念に「寄り添って生きる」ライフスタイルの大変革

が求められているのです。 

（ 2021 年 5 月 補遺 ） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2030  その先の未来へ  
 

合資会社宮島酒店 社長 宮 島  敏 

若き頃よりナチュラルな生き方を指向し 平成初期から田の泥にまみれ 

いわゆる無農薬栽培米を用いた純米醸造酒造りに取り組む 

 科学を志し 山に登り 星空を眺め カメラを友とす ネイチャー フォトグラファー 

（ 2020 年 8 月 初版 ・ 2023 年 1 月 第 4 版 ） 

SDGs その先の未来へ（ YouTube） 
www.miyaj ima.net/j?s22  
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